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本⽇の内容

◎医療的ケア児⽀援の多職種連携を進めるために
・⼭形県、⼭形県医師会等の⽀援施策
⼩児科主治医同⾏訪問

・災害対策について
・⼈材養成について
・⼭形県医療的ケア児等⽀援センター



⼭形県内の医療的ケア児の現状 (2019年)

置賜地区

村⼭地区

最上地区
庄内地区

通院している病院を介したアンケート調査 (0〜18歳)

【問題点】
・移動⽀援（通院, 通学）

⼀⼈で運転とケアをしながら
移動することは⼤変

・⼈材養成
看護師, コーディネーター

・レスパイト

⼭形の雪道

96名



⼭形県の医療的ケア児⽀援の経緯
『⼭形県医療的ケア児⽀援会議』の設置
2019年2⽉、医療、福祉、教育、保育等が
連携して医療的ケア児の⽀援等について協議を
⾏う『⼭形県医療的ケア児⽀援会議』設置

分野 機関

保健・
医療

⼭形県医師会
⼭形県⼩児科医会
⼭形県⻭科医師会
⼭形県看護協会
⼭形県薬剤師会
国⽴病院機構⼭形病院
⼭形県⽴中央病院

⼭形県⽴こども医療療育センター

⼭形⼤学医学部
⼭形県⽴保健医療⼤学

分野 機関
障がい福祉 ⼭形県相談⽀援専⾨員協会

保育・教育
⼭形県保育協議会
⼭形県特別⽀援学校⻑会

障がい児団体 ⼭形県医療的ケア児者・重症児者の会

⾏政

⼭形県⼦育て推進部
⼭形県健康福祉部
⼭形県教育庁
各総合⽀庁保健福祉環境部

【⽀援会議構成団体】



各市町村
協議の場

⼭形県医療的
ケア児⽀援会議

専⾨部会
統括会議

⼈ 材 育 成
部 会

在宅医療
部会

教育
部会

各圏域
協議の場

・在宅医療部会 → ⼭形県医師会委託
「⼩児科主治医同⾏訪問事業」

ICT導⼊事業
・⼈材養成講習会

コーディネーター(相談⽀援員)養成
直接処遇者研修→⼭形⼤学へ委託

・移動、通院⽀援関連施策
・災害対策

災 害 対 策
部 会

⼭形県医師会と⼭形県 医療課題解決協定
「医療的ケア児への⽀援充実」が含まれた





訪問診療について



医療的ケア児の通院に係る負担軽減を図るため、⼩児訪問診療医を養成
地域の成⼈在宅医とともに⼩児科主治医が導⼊時期に同⾏する

令和元年度 医療的ケア児⽀援施策
⼩児在宅・訪問診療の充実

⼩児科 主治医

在宅の医療的ケア児

地域の成⼈在宅医

成⼈在宅医の医療的ケア児への
訪問診療に、⼩児科主治医が同⾏移動の負担

在宅訪問診療医の選定は県医師会が担当



「病診連携」「多職種連携」
・連携とは︖
① 同じ⽬的を共有していること
② 双⽅向に互いに連絡を取り合っていること
③ 協⼒体制を取っていること（そのためには役割分担が必要）

★2⼈ or 3⼈主治医制度
（チーム○○さん）

◎病院と在宅医の役割分担
病院 在宅医

・原疾患の専⾨的医療管理
・検査（画像や⽣理検査）
・⼊院など在宅で対応困難な治療
・緊急時の⼊院受け⼊れ

必ず病院がバックアップする
（⾼度な在宅医療の管理）

・定期的な診察，処⽅
・ケア物品の⽀給
・軽微な症状への対応
（受診すべきかの相談）
・在宅⽀援体制の調整
・在宅医療管理
・医療的ケアの⼯夫・調整

⼩児在宅医療 実践の⼿引きより

病院主治医 在宅医 ⼩児科開業医



・ICTの導⼊（⼭形県医師会、⼭形県）
バイタルリンクRの導⼊
ICTとは︖
Information and Communication Technology

: 情報伝達技術、情報通信技術



医療的ケア児における
災害時対策について



災害対策のネットワーク作り

災害対策本部
⼩児周産期リエゾン

・被害状況など情報収集
・避難誘導
・避難先などでの必要物品の聴取

企業との連携
・在宅酸素
・⼈⼯呼吸器



災害対策事業

・⼩児周産期リエゾンと医ケア児
⽀援会議災害対策部会の協働

・災害時個別⽀援計画の作成
（圏域保健所, 市町村）

→避難訓練の実施

バイタルリンクを連絡⼿段として活⽤（R3年度予算化）

・医ケア児の全数把握
・バイタルリンクR登録

・平時における情報共有
・災害時の連絡⼿段

NHK⼭形より



⼭形県医療的ケア児直接処遇者研修 2019年度〜
⼭形県から⼭形⼤学へ委託事業

医療的ケアの実践・緊急対応研修会

2020年3⽉ 中⽌ (⼭形ビッグウィング)
2020年6⽉ ⼭形⼤学医学部

~出張型研修会 (事業所)~
2020年11⽉ 寒河江市 児発・放デイ
2020年11⽉ ⽶沢市 訪問看護ST
2021年10⽉ 寒河江市 児発・放デイ
2022年5⽉ 新庄養護学校
2022年8⽉ 明星園
2022年8⽉ アートチャイルドケア

東原保育園

⼈材養成事業



⼭形県医療的ケア児等
⽀援センターについて



医療的ケア児⽀援センターの設置

・医療、福祉、教育関係機関への情報提供、連絡調整、研修を⾏う

・⾝近な場所において必要な⽀援を受けられるよう適切な配慮をする
→地域で格差なく制度や相談を受けられるように

・18歳以降も適切な医療福祉サービスを切れ⽬なく受けられるように

医療的ケア児⽀援法 第三章 第⼗四 〜 ⼗⼋条

対象︓医療的ケア児，
18歳以上（⾼等学校卒業後）も医療的ケアを受ける者

◎⼭形県医療的ケア児等⽀援センター
(⼭形⼤学医学部附属病院へ委託)

社会福祉⼠ 1名（専任）
事務員 1名（専任）
医師 1名（兼任）



相談・⽀援 ⼈材養成 情報集約・共有

⼭形県医療的ケア児等⽀援センターの取り組み

お⼦さんとそのご家族
関係機関向けの相談
窓⼝を設置します．

⾏政や教育機関などと
連携して、保育・教育
などの体制整備を⽀援
します．

訪問看護ステーションや
通所施設、園や学校
などのスタッフに対する
講演会や研修会の
企画・運営を⾏います

県内在住の医療的
ケア児の全数を把握し
ニーズ調査を⾏い、
必要な⽀援が災害時
を含め、⾏き届くように
情報を収集します



⼭形県医療的ケア児等⽀援センターの取り組み

・（特別⽀援学校に）通学している⼦が気管切開を⾏った。
初めてのケースであり対応が⼼配

→学校看護師、教職員への実技、緊急時対応研修会を⾏います
・保育園で医療的ケア児を受け⼊れたいが、どのように準備を進めたら
良いかわからない

→園での体制整備の助⾔、スタッフへの技術研修会を⾏います
・通院が⼤変なので訪問診療を利⽤したい
・レスパイト、短期⼊所を利⽤したい
→利⽤するための準備や調整をお⼿伝いします

・⼈⼯呼吸器をしている⽅の災害時個別⽀援計画を作成したい
→会議に出席して助⾔を⾏います

【学校】

【園】

【家族】
【家族】

【⾏政】

◎相談例

2022年7⽉
相談⽀援︓6件（退院⽀援、⼊園⽀援、災害対応）
情報提供︓15件（⼊園⽀援、助⾔など）
連絡調整業務︓ 18件



地域ネットワークづくりで重要な視点
 医療的ケア児と家族⽀援を、⼀つの“地域共⽣社会”の

在り⽅として捉える.
 在宅医療的ケア児が少ない地域では 、“地域共⽣社会”

の構築を広域で検討することも重要である.

 多機関・多職種の顔の⾒える場となる (ICT活⽤)
 ⼈材育成・地域社会資源を把握

→ “⽀援者の⽀援” “地域づくり”
 災害対策の視点を加え、⾏政と共に構築する。

まとめ


